
特集 Special edition

2022.5.10
発
行

N
o.66

■
〒
899-4394  鹿

児
島
県
霧
島
市
国
分
中
央
三
丁
目
45番

1号
　
TEL（

0995）64-0922　
FAX（

0995）64-0923
■
霧
島
市
議
会
U
RL　

https://w
w
w
.city-kirishim

a.jp/hisyokouhou/shise/shigikai/index.htm
l　
　
■
霧
島
市
議
会
Eメ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
gikai@

city-kirishim
a.jp

霧島市議会 検 索霧島市議会の詳しい情報は、「霧島市議会のホームページ」をご覧ください。

66
令和４年５月

令和４年度 一般会計予算

委員会レポート

議案の審査結果

陳情審査報告

一般質問

議員と語ろかい

政務活動費執行結果

活躍きりしまびと

編集後記

Ｐ07−08

Ｐ09−10

P10

Ｐ11−18

Ｐ02−06

Ｐ20

N E W S   F R O M   K I R I S H I M A   C I T Y   C O U N C I L

第17回きりしまフォトコンテスト【入選】春山登山

編
集
後
記

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
の
最
中
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
に
よ
る
侵
略
戦
争
に
対
し
、
世
界
中
か
ら

非
難
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
市
議
会
で
も
、「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
に
断
固
抗
議

す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
政
府
に
対

し
強
く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
即
時
停
戦
が
、
な

に
よ
り
も
望
ま
れ
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
決

し
て
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
会
で
も

建
設
的
な
議
論
が
進
む
こ
と
を
、切
に
願
い
ま
す
。

　

ま
た
予
算
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
、

一
般
会
計
当
初
予
算
６
４
８
億
３
千
万
円
｟
対
前

年
度
比
8.4
％
増
｠
に
つ
い
て
予
算
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
も
と
に
１
年
間
の
市
政
運
営
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

道
路
整
備
か
ら
子
育
て
支
援
な
ど
内
容
は
多
岐

に
渡
り
、
数
万
円
か
ら
数
十
億
円
と
事
業
に
よ
っ

て
額
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
私
自
身
、
初
め
て

の
予
算
委
員
と
い
う
こ
と
で
「
な
ぜ
？
」
を
大
切

に
審
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
民
の
大
事
な
税
金
が
、
何
に
使
わ
れ
る
の
か

皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
議
員
は
も
と
よ
り
、
皆
さ
ん
の
小
さ
な
問

題
意
識
の
積
み
重
ね
が
、
市
を
大
き
く
変
え
る
原

動
力
に
な
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
を
手
に
取
り
、
読
ん
で
頂
い
て
い
る

あ
な
た
の
「
な
ぜ
？
」
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

一
緒
に
創
り
ま
し
ょ
う
、
次
の
こ
の
ま
ち
を
。

｟
植
山　

太
介
｠

日程は変更になることがあります。詳しくは議会事務局（☎64－0922）にお問い合わせください。

ミヤマキリシマは、霧島市の市花の一つです。例年５

～６月上旬にピンク色の花を咲かせます。山肌を豊か

に彩るミヤマキリシマに初夏の訪れを感じます。

第

回
13

活躍

今月の表紙

長井 保博さん（58歳）

（霧島市溝辺町）

コミュニティデザイン

・キリシマ  代表

つ
な
が
り
を
大
切
に
、

　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス
一
歩
！

日 月 火 水 木 金 土
5/29 30 31 6/1 2 3

5 6 7 8 9 10 11

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 7/1 2

12 13 14 15 16 17 18

６月 次回 ▼  

4

［ 定例会予定 ］

本  会  議  （一  般  質  問）

常 任 委 員 会 予算常任委員会
（予備日）

予算常任
委員会
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吉
松
町
出

身
の
長
井
さ

ん
は
、
温
泉

巡
り
や
山
登

り
が
好
き
な

行
動
派
。
日
頃
か
ら
「
つ
な
が
り
」
を

大
切
に
し
て
い
る
。「
異
業
種
・
異
年
齢

な
ど
の
つ
な
が
り
が
新
た
な
力
を
生
む

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
る
。」
と
い
う
。

　

友
人
が
病
気
に
よ
り
、
志
半
ば
で
他

界
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、「
今
や
り

た
い
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
そ

れ
ま
で
勤
務
し
て
い
た
設
備
関
係
の
会

社
を
辞
め
、
経
験
を
活
か
し
個
人
事
業

主
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
確
か
な

技
術
に
加
え
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
し
、

施
主
の
想
い
を
汲
み
な
が
ら
進
め
、
県

内
各
地
の
古
民
家
再
生
の
現
場
で
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
備
屋
」
と
し
て
お

馴
染
み
の
存
在
だ
。
最
近
で
は
、
市
民

に
よ
る
交
流
拠
点
「
横
川
ｋ
ｉ
ｔ
ｏ
」

の
改
修
に
も
携
わ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
人
と
人
を
つ
な
げ
る
地

域
に
根
付
い
た
活
動
を
仕
事
に
で
き
な

い
か
と
、
２
年
間
仕
事
の
傍
ら
東
京
に

通
っ
て
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
勉
強
を
し
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
・
キ
リ
シ

マ
」
の
屋
号
で
も
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

長
井
さ
ん
の
も
う
ひ
と
つ
の
顔
も
、

「
つ
な
が
り
」
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
。

数
名
で
発
足
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
呼
び
か

け
隔
月
開
催
し
て
い
る
「
霧
島
で
つ
な

が
る
会
」
は
、
15
回
目
を
数
え
る
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
若
者
・
留
学
生
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
響
」
で
は
、
副
代
表
と

し
て
主
に
事
務
作
業
を
担
っ
て
い
る
。

鹿
児
島
在
住
の
留
学
生
支
援
・
異
文
化

交
流
を
中
心
に
、
学
び
・
教
え
合
う
場

と
し
て
発
足
し
た
こ
の
団
体
で
は
「
ラ

ン
ド
セ
ル
ス
マ
イ
ル
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
、
人
の
心
に
響
く
活
動
を

し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
彼
の
思
い
と
プ
ラ
ス

一
歩
の
行
動
が
、
さ
ら
に
霧
島
の
人
々

を
つ
な
げ
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
行
動

の
き
っ
か
け
と
な
り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る

霧
島
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
き
た

い
。

本会議
（最終日）

本会議
（初日）
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